
 

 

 

 

 

 

 

  

京都府立井手やまぶき支援学校 

学校だより 
令和５年４月１０日  No.1 

名前：やまぶー 

生年月日：令和２年１２月２１日 

役職：井手やまぶき支援学校 総務教務部 

プロモーションマネージャー 

すきなもの：たけのこごはん、お茶、読書 

性格：元気で好奇心旺盛 

     語尾に「ぶー」をつけてしゃべる 

 

スクールキャラクターの紹介 アクセス地図 

井手やまぶき支援学校の広報がんばるぶー！ 

学校ホームページ 
QRコード→ 

今年度は学校だよりでも学校の取組を地域に発信していきます。 
また、本校のホームページでは各学部の様子を毎日リアルタイムに報告します。 

お楽しみに！！ 

ぜひ、右の QR コードから読み取っていただき、本校 HPを御覧ください。 

令和 5(2023)年度のスタート   

今年も一歩チャレンジして「みがく むすぶ きりひらく」 

〜 慣れて 見えてくるもの 見えなくなるもの 〜 
 
今年の花見にはお出かけになられましたでしょうか。もうすでに山吹の花の見頃となってきました。 

本日は令和 5年度第１学期の始業式でありました。 

今年は小学部３名の転入を含め６８名、中学部１名の転入を含め４８名、高等部３９名、合計１５５名の児童生徒で 

スタートいたします。明日の入学式では小学部１３名、中学部１７名、高等部１５名の計４５名の新入生を迎えます。３分

の１ほどの新入生と言えるでしょうか。 

希望に満ちあふれた表情、そして少し緊張した面持ち。目に浮かんできます。 

我々教職員精一杯サポートさせていただき、極めてやる気・元気がある子どもたちに育っていってほしいと思います。 

昨年度は開校年の１年で保護者の皆様、地域の皆様に誠にお世話になりました。 

今年度は２年目ということで少し慣れた様子で学校運営を進めていくことができるかと思っています。 

「慣れる」ということ。これはとても大切なことです。子どもたちもですが、我々教職員も慣れるまでは緊張したり、プレ

ッシャーを感じたり、エネルギーが大変必要な状況になります。 

慣れることで見えてくるものがあります。見通しを持って物事を進めていく、とても大切なことだと感じています。それ 

とともに慣れて見えなくなっていくものもあると思っています。「おごり・慢心」と言えば言い過ぎでしょうか。 

「初心忘るべからず」 

  開校の理念を大切に、一つ一つ丁寧に物事を見つめ対処していくこと。 

  いつの間にやら当たり前になってしまっていること、本当にそうなのか？ 

そういった問いかけで常に新鮮な気持ちで、チャレンジすることも大切なことだと感じています。 

  2年目の井手やまぶき支援学校。「慣れて見えてくるものと見えなくなるもの」 

  両方の視点を大切にしながらしっかりと「みがき むすび きりひらいて｣いきたいと思います。 

  新型コロナウィルス感染症は罹患して厳しい状況になる方もいらっしゃるなど不安もまだまだありますが、十分に気 

をつけながら教育活動を進めていきたいと思います。 

今年度も引き続きの御支援をお願い申し上げます。 

  校 長  丸岡 惠真  


